
火棄類の平均結合エネルギーと

ニトE)基の結合エネルギーに就て

(稲畑 2】卑 12 月 】OR文理)

e Ii 疋 L]l 親書

1-1 一段.二分子の妄定圧はその分子をPI浪する

元帯7消t正子よりその分子を生成する粗 二束ずる嫉

且で滞りnる｡これは掠基生成燕と王手.fれ洩常一正

分子に粥するは (k⊂aL'mOI)にて滋はされる｡之は

逆に云ふと分I-I-を取壊して柿成古Wr千に追分解する
に31する蘇生即ち妹子化軌である｡併し廿政次･+ほ

ほ甲状態の元雫より分子を作る時の舟JlをELrこ生成

蕪と窄んで用ひてゐるC捷て.Lg鵜生成黙せ或める

(=は生J&兼にfl虞を芳賀ろ螺子化升を加井十九･三良
い.jX子化燕の班は古薮払化平的又は倉jW 的泡更
により潔めつれるが匝野菜梁の如く正絹fz鞍伍C3得

られねものも看干もろO

を卓のJIRJに RO,ELnZeBX子化Pを柁ILろo
R L JB井手宗達二〇怨ヰ杖tRの元架

を作る護J3生成事 ､kca)･nol)

H .T7J.7ts 11S 3' h)I Se 6L.0
7., WO ( 1213 P Sl/･ ド ln･T8

>'a 2.P..9 sl と.-'.0 .ls 317:; Ll eさrJ

h' ]98 Ge SJ･0 0 'rPl r.T _V9

Rb 18.リ SrL7き.∩ S Lhi; l -56
77g l･ill'Pb 17弓 ･lg I,て0 tu St空
しa lTS l3a lワo 1'd ごtl･8 rl 100
卜2 多杜の分子の生成Pの伍を粥べると唖Jt規
則性があり,これより原子叩の柿合エネルギ-の加

成珪カ.推あきれる｡二束子分子ではその瑞合AホJL,

ギーは博雅黙D淵だにより懲られるが.多妹子分一千

では丑蹄の妹子熊村黙q]ち分子内ta合-ネ ･̂ギ-の

捻和が求められるのみで弧Jtの結合手の堵合エネ ･̂

･ト は蓮井な厩定の下に't甥 的な位が糾ら‡しろのみ
である｡拝しかくの如くして多(の柏倉ネオ7いY一

点:求められ 之噂の仏を分子内の凡ての鈷合字に放
きzEl#する初に上りか手の生成勲が可成ウ正qLに求

められるに至ってみる｡tt際粉 こ注をせねはならね

gfは之等の捻合エネZLイ ーの班(a_完全な共有咽地合

の分子にのみ適用し得ろ事･及び鈷含エオJL,Jr-の

店は分子内のその鈷合を鼓引こせ夢 な-tJt･Jr-で

iifiくて東校舎を最るに¥するェネ'-ギーの平J!tLt
空重量美空主互 (Paulq)｡
今.a,枚のぼ雛 分子に放て原基圭艮兼を求め,

このSlを皇積合字れで持して一指合音○の中J;輔合

ェ†tイ ーを井出して見る｡勿論之等分子の多くは

jtil-瑞合の与から成る分子ではなく牛島捻缶 イ十

/括合を含む書出;多い放こ▲にまめT=接合工寸JL･f

--こはえ啓治合のイ*y化王手rlf- (共IArBル

ギー)をも包括する事とr_･る-_又二又及三冗穏合を

もー輪合字と見放すねIL之噂の多い分子では必然的に

平均柑 合エ>ルLF-も大となるb

ト3 楽 空蝉 性分･T･の探訪生成勲と平jt=総合ユサル4I-(kCalrmol)

_tlo も 甫 分 子 L,て

1 郁 軒 エ ナ 4･ t,A_71･,･T(Ol

空 き ト .I9･.JヨーJt- ぐ,H.y,O
3 fa トL'ブ リセ リy i-3lt..T(:0･

1 ニ ト F'ク リセリy t'±H.二も0,
.5 ベ ン ト y I/ ト tlゝH､hl.ol℡

ti = ト t' - y ニ ー/ ト tJt4㌔0.I
7 JS t くさ=131S''Z) ぐ,.rT>0.=y'‖

ik成 黙 鵬 生地 折 合 1-歌 登若')生丁
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モノ-ト- Jは ンto, (一一it.y{,･･

･JJニ ト ゥ lル ネ y (I-1も.TI{I.
4 ト.)二 F･tlトんエ ソ (㌧H一下 り

t= ク リ y r& ｢,ll.i(0･
ナ lウニ lE･Tエリy (-DTl,ヾ ･り.

ナ 1 リ ー JL･ l;rb=<.0.

へ ヤ シ - JS･ ('12H IJ;Oは

シ7p-,-ト'Jyゲイr C,;tT_

C.Hl_0.,ゝ,I

C.Ill,().,

30 掛 ア サ イ r Pbh'E

3L 水 鏡 T .J' イ t' Hg_～

3_) 三三 牡 化 Sr R さCll
く邦他的 jrl領D転実に就きrr甘したが省略する)

(舛中生成蘇 り放任は山家民地 ｢無化摩耗｣東進

ト4 JH 7)計好結果に見ちLLろ持鼓を事げろと

1)W盈性化合杓の中句構 台･,,†〟f-は治 と
70-ST･kc.11の蔽伽にあるa
e)≡Et化宝紫は特別に小でその不安定を捜嗣す
る0

3) FR叔エスナJL･現の平卑怯倉工事んi'-は的
TP土tkca)総空であり.

i) 芳香族;IE,化台･31では 帥-SI･k亡al鰻まで

エスP/L上り大きいが之はべy-ttyはり光;A劾累に
上る安態化のLSであろっ｡

5) -収に同系淡々化合勤で.taトq基の鞍が38

すにつれ加 齢 こ平均輪 合;tJLf-は滅少してゐ

るb或常の立坑無 で'ミニD許なBiu椎 は全く見られ

な い.併し一化合物の長性吐.lCClt汲常の生成兼に
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並行 して平均揺/,,AエネAイ ーも静化する｡

r･) 芳香族化/ET物の的荒枕別に平均･&ホJLt'-の

大小を見ると凡そ次の41坪である,

71ノーん果>-yせy兼>

ト,一五yN.>7エリy煮

芳香族で毛も接 合エ1-ルキーが小さいのは FIJ)Lト

F,IyTナ｢､ンtly (T65kcal)?.でナトー)-JL

及びナE-ウニLT･T三リンであるC

7) -キソ-yン.-+サメチレントy′､-オキ
サイド1･JT /噂が T31(C3Z和食の狂い他を示すD
は泣Hされる｡

故以上の如く分子皇位として決めた時の平均接合

J-tJLf-なるaiほ盈有の生成紫よりも分子水煮の
艇五;性を良く炎?.ナろものと考へられるが之を似て



.din･火t舛碑 帥 B･一一A･ト と;トけ遜Z>帥 バ ルト にttて

伊鼓性乃至は林等昏性の名神とすることは勿BtiI東

rh この牡は鮭 も分子米兵0)両も平均的なdlにナ
チJtいが#署と舌鼓火とかJ7荻生ではr書我の揺含

鼓17)生ずる事lミ細 坪 ･eある州 租1'-+ろ雑

婚 集iLfI例へ三並lRの舶 4.3>肘 nl用等)

に存十るのである事を且へはJは ･哉火盤や乃茄定

位とAざ11行8g珠を示さぬの(A-T然とは へそ.書

軌 甘茶攻の東宝されたなは反寸の活性化Ltルf
-とは 書手TJあました取外鼓火聖とも飴ウAきゃ
-TTJJ恥 tない｡併し通常の生成熊で平行34併せ7Iべ

た坤に見られるhさ著しい不一政は存在しTrLl｡例

へは ベント･)yh zi lL7†ソー･/r噂は悠堆 担
欠如肘こ把いC:に生成熱 土か 】28･及び152ke31

で書Lqkきく 生鎌 のflであるモノニトTJl フ
グI,(-､7)<こ い ･ペンゼ1(-2r,)gは★特上

宮廷である｡平均結合エネJbr-の立は前々は/=4

7LJ及782.茂吉に･.q',72iSblDkeal/molである｡

Z-1.ニトロ基D給食エネルギー
ニトロ暮L･-I-,-､0._,一･Yく:-の=附
帆 ニ#JL.='.るものと考へられるが･かくの如く

形式rjtを結ってゐろものはイ*ンの持つ7~ oI

ニIA,+-zB:寺をするの甜nFb:面内となり一トU

去J)牡合一t～一一の止は現在不明のtA･=rfつてゐ

ろ｡え崇,嶺合ニtん+-のillミ皇番共初ti合から

成る分子で託も青書rこ只一･Dの洪丑をとウ柑ろのみ

の祖父J=放て3相 せられたものであり.又その持Ji

的文の生成燕を接合工手･L･ギーの9(上り井luL～ろ
のでもろ｡文典狙fI達S･持つ分子の牛舎lt尿道生成

熊と蛤合エ'kJi･f-のむ :その分子のjt･qI事JLイ

ーと見放されるが.こT,書合にも形式荷qむ持つ分

子ではさも鳴ltit,4-I-は不明となるd従ってニトE]
益か榊 令Iネルト は正絹には不明であるがLT拭与
に.H-Jnrした憲苗生成燕と伽 の庶子仰f給 工 事

Jt,ヤーのdllらニトL･3'の含むエIJL･ギー '共現L
JLl'-及ター=ソエIA･十一を含めて)を=三の

抽又につき計井して見よio妹子F_持合AIJt･'ト

は P山II相 の碇を譲るTとする○

訴3 #子'l活きエホル<-(kcユlmoり
C-tl :7.3 0-n lll'-'

C_C ~!6 tp-ゞ i享.･一

C_C 三･巾0 _TI-71 53T

l) yl共政弘.大兵 32 Fl空(1939)
か 太鼓LZ

C_O 700 C-I) 16lW

1) 先づ小 f･誌以かこ共哩書丑を持たぬTB肪族
兼の卦7･にAて計井する｡

ニ ー.,Jダy I)の生艮勲-_誠-3kd md･薫

銚 W _:OkALmoは JLトpJタン(9)の生放

熱 iL･1･S･は よりaC-lf)+(CJ )の併合上手
,.,い せ引き >･O,益D皇エtルギーとして 19S･弓
kcaJmolt得ろっ又H i.,タンの甜 JCr.t･10
-so'Cの葱東出より汁Zlすると

JH≡_1.579-'盤と-;9.9ke.lJrnoll
JT

従ってナトクAトpノVy(9)の生成軌 王n5-']
kcJmoL之より4(C-:i)を引き.Jで辞し18M

kalrm｡1を憩そ｡gち同じ -TO=基でもナトラ1
日.JVンとニトUJタンでは可成りの重があり

0ヽ..如 :多くなると何年かの形蟹t･5Lナて よす ･̂

ギーはaA少しそれだけ曾定まが佐下してある｡

夫に柵裁エスナルの用輔 (0-yく3)の全輪
合lい ･<-を求めよう｡三lpTlh Jbの招

P.をt'J'kdlmd として計井すると217･らkalmol

ニトuyリセ9ソの蒜最兼をTlkeal/motとしてPT

井ナると=lRekcd'm｡Ⅰを7gる8耐 J)宜は良く-

鼓してお4,ニトt･〆I7-JtとニトplItIン
の一トF暮托堵同じエtA･f-を持つ事が計る･,

;て'U誓 讐 諾 kXedD'芸ollま.9書芸崇 =忘;:
O->'の持合品ネJL･f-でめるとすれIr0-) と

して がkdrmolを柑る｡

共に正絹施 しO->'=0)の与手r･f-を求めろ

亜相加lナJL･(.～)の生成熱 ミ73l.之上り(O
-hlLO)を求めると )7阜Ok亡a]/mot∫又凍柵恨イソ
ブナJb(9)の生成無は J2004･之より求めると 1749

kG'llmolを視ろ.Zl均 して 1765kealTmolとTzち

と目 上J=得た く0-lq の持合エ7-ル<-t藍引
くと tl'=ゞ)のl事Af-として HV'kc州 mo】
t･tlも.

3J HLト▲■t.7LgJtJroIJLl= hrddtLtA･'Tl･L
tln,Ⅰ爪_CTltTable,lkflstezn¥よP作った

4) ニトdノタンで.I 0ゞ2芸i'-NICも与がT
dI-トF,†ヒ甘tbでもらナトラ▲IF'′glb
_TIthl=AトtJ′ltyソ,ニトLIly7-ル0
.T(0=と上9近いlホJL,<一任をとるものと々

~ヽたo



火 典 場 合 珪 鯖i'懲 fE}1･2托

批 地 誌0-･l'･く81の-- +･-として
-'17･̀k亡▲】nld を可T:が.上r:得た くlト 丁)衣 (O

≒ )ゝの丘を血へる上空xDS-ll&･5=2815をうろB
この持者の豊 2-178-盟･1.年=21.3ke3Jrt10】はニト
ロ叢の共TAlネJt･f一及クー-ン工事JL･ギーC)和を
滋はすものと考へられる｡

2) 芳香族分子.=転合した-い･芸 l-_ペンi:ン技

の共EAとニトE･茜の共=AID相互がl)稚.こ.Ti群してゐ

ろ｡こいJペンt･yの讃買強をmkc-IrrtoJとして

ド(13益のェTA,Eト を求めると

(12ln･,S+97/-〔古(C-II)十〇(C-C)

+ll(C=C)+(C-ド)】=2･L)6
又 '-ニ】1'トルエンの融塀熱をIn.詔捜索を l_'.T

kc8lmo】として一個4)-TIO一基のェサルヤーを攻
めると -W k亡nl/ln｡】を得ろ｡之等のrdにはへ/,tt
y世の炎 鳴エサルギーく･<y･_･yの弗.DェネルF-
ほ 8'Jkcal/Tr.a) も含まれてゐるがdpェ ト-化

合鴇ではニトp基 の工事Jt,f-はJF常に謙少し美;A
教条b:漢少して発てるる事を示す｡併しトyこ い,

トJL･lンのニ トu益とナトクエトp′ Vンのニト.,

茄の払合 羊ホJL･f-を虎絞すると 2I7_LSD:3さ

k亡d'md であり,ニトE- クyとこト亡べ1ゼy

にttて見ると 配 6-)9SR;GRくk亡▲JJTld となり,

芳古兼では共追工手A,4'-.こ上る宅引 bb:電着であ
る和 ;分ろ上転ち= ユトE･ト̂ ･エソの_T{0二名王17

上り幻に得た (0--TIT)+(o= )ヾ≒17L;,3を引くと

:h',となり,之上ウ約 枚エステ,Llこついて蹄に得-I

ニトt'益7)共追放張 lJiを差引くとべy-_･y複つ
存在に上る絹罰の安定化が ニトL･芯一銭につ..て

=lkc･'1/molにも逢すろ布を知る｡

3 結 び

1) 各汝o)雌苛性物耳LD姉弟生成照を求め平均持

合lP-ギーfLるIEをEilしこの庇が少くとも礎双の
生成黙上りは分7-7)安宅箆の尺玉として射FHrfろ布

を速ベT=｡併し火米軍で三_･宅定位,恭BFは分子未

発か安定性以外lこ分解が涯行するための万葉e:入っ

て乗るもので柑 *1.分鼻拘わ壌脚 下用 貸王等
の国子に左右せられる事9:多い故.分子斗達Zi全盲な
見櫓からのみでL.･繍鼓瞳を告ずる事は山東ね｡

-') ニトロ基tc正Fiな静倉上1-A,f一及び典明.i
Jk4･ギー執 ミ不明であるが,た40)抽flニつき&ト

ロ基､印鵬 ･及V=題相島基の皇位として鈷 合エtpL.

ギーをまめ･ニ トt･益が附(母栓の如何F=より又ニ

トt一茶の鞍に上りその五ネルf-が可成り棚 する

ことを知った｡一般にがリこい･化合ねでは且トロ

基のよいL･rr-は減少し不安定とfJ=ウ.叉)相 帯ニ

トt]毛は非常に-'トシf-が天きく管SZ化される.

R7 -トr･茶の折合-寸,-i-の依.EA(ll-0)
及び (ヾ =-I)C:指令エF,-ギーを淡めて見た｡今
之噂をまき婚すると

k:a】L710】

榔 簾-rl･aS ･11､.3 (;;三三: 3認

芳舘 ニト-毛 ･l(.8 ほ/y三:: 書T7'
棚 ト ス, ん3F0- y＼00 -,小

玉祁 竜 王Aナー･基 O-;<=O ITL.

･T< O T,弓

∫=0 日､

7Ti'･il''d C… nrT_･TL 0及V=Y=()の伍を杓
伶エナJt･.ゲノナt･ニLpyTミ1 ニト,ソヘン

5'ン,及び丁七 Lナ+7/ム中細 の位より泣暮の

発現zI4･ト を考へて算出し く丁-(})=bTkcaJ/

molt(-Tt-=0)=lIakCalr･.DEを得ており.又亡田勿

A:r分子病iB的｣には (-TL 0)岩山:19)及び (＼
戸り)=1-'r,kmImolとある0着計の伍は ljT.loch

の斬罪に掛 ･が概ね庶許な伍であると胤 1れ る｡
】) Thelhe'oTyI,ItJrgaD】亡Chem'gtTyJH SJl


